
安全施策の徹底
　コスモエネルギーグループでは、連結中期CSR計画の重点項目として「安全施策の徹底」を掲げています。
本来のコーポレート・ガバナンスとは異なる観点で企業価値向上に重要な基盤として、ガバナンス項目に意図
的に「安全操業・安定供給」「品質確保」を重点課題として組み入れており、これらの目標とKPIを設定して
安全管理体制の強化を推進していきます。

安全操業・安定供給

品質確保～品質保証体制の強化

　コスモ石油ならびにコスモ石油マーケティング
では、「顧客が要望する品質を満たす安全な
商品を経済的かつ安定的に供給する」ことを目的
に、「CS・品質保証委員会」を設置し、品質保証
方針の決定と活動の推進を行っています。両社の
「CS・品質保証委員会」は、コスモエネルギーホール
ディングスの安全・リスクマネジメント委員会と
連携し、コスモエネルギーグループとして、品質
保証体制を確立しています。
　コスモ石油では、2018年度は、「供給部門」「物
流部門」「販売部門」各部門において、重大製品・

品質事故の発生防止をKPIとして掲げ、品質管理
活動に取り組みました。2018年度の活動実績は、
製油所や油槽所での重大な品質トラブル0件で
した。また、不適合品出荷0件を継続中です。
　また、2018年の丸善石油化学での品質不適切
行為に関する再発防止策については、品質保証シ
ステムの構築、品質に関する教育の実施、品質マネ
ジメント組織への監査の実施を着実に実行しまし
た。さらにコスモ石油と両社共通の品質に関する
課題を共有化し、連携を図ることで、グループ内に
おける品質管理の平準化・高度化を図っています。

※「度数率」とは、100万延べ実労働時間当たりの労働災害による死傷者数で、
災害発生の頻度を表します。

※重大労災1件を含む

2018年度総件数 2017年度総件数

休 業 不休業 合計 休 業 不休業 合計直接雇用社員 協力会社等
休 業 不休業 休 業 不休業

業務上 37 83 120 17 45 20 38 25 82 107

通勤途中 9※ 22 31 8※ 21 1 1 3 25 28

合計 46 105 151 25 66 21 39 28 107 135

安全施策の取り組み

　コスモエネルギーグループでは、企業行動指針の
第1章に「安全で事故のない企業グループであり
続けます」を掲げており、また、連結中期CSR計画に
おいても「重点項目G:安全施策の徹底」の中で「労
働災害の発生防止」「重大事故の発生防止」を目
標に掲げ安全施策に取り組んでいます。2018年度、
グループ全体では重大事故1件、重大労災1件とな
りました。これを受け2019年4月より毎月、グループ
全社の労災件数、主な事例及び防止策を周知し、
身近に潜む労災の防止徹底を推進しています。製
油所及び工場部門では、重大事故・重大労災0件
を達成しました。製油所を保有するコスモ石油では、
2019年度も継続して、休業労災度数率※・計画外
停止率・入出荷停止日数について管理指標を設定

事故風化防止と不安全不具合削減の取り組み

　コスモ石油では、2011年3月のLPG爆発火災
事故の発生日を「コスモ石油安全の日」と設定し
ています。事故の教訓を風化させず、安全の重要
性を再認識するために、事故の事象・原因・再発
防止策などを編集したDVDをグループ全社員が
視聴するとともに、各地で安全講演会の開催や
記念碑設置など種々の取り組みを行っています。
　また、発生した不具合に対しては、原因や対策
を話し合う水平展開フォローアップ会議を定期的
に開催するなどして、全製油所で再発防止策に
取り組み、不安全不具合の削減に努めています。

し安全管理を実行するとともに、職場や作業環境
の整備・OMS（操業マネジメントシステム）の運用を
通じ、安全文化の醸成に取り組んでいきます。

グループ全体の
労災件数
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操業マネジメントシステム

コスモエコパワー社の安全施策

丸善石油化学の安全施策

　風力発電事業を手掛けるコスモエコパワー社では、風力発電所を安全に効率
よく稼働させるために、定期的な点検、故障やトラブル時の対応、24時間の遠隔
監視を実施しております。これまでの実績や経験などをもとに、故障箇所や故障
時期を推定し、長期停止前に部品などを交換する予防保全に力を入れています。

　丸善石油化学では「安全ナンバーワン企業をめざす」を自社の経営方針の一つ
としており、「安全は、経営の第一原則であり、企業の使命である」と考えています。
　また丸善石油化学が独自で掲げる行動基準の中でも、いかなる事故、災害の
危険をも予知し、その防止に努めることで「無事故・無災害を継続」することを
誓っています。
　丸善石油化学の安全に関わる全ての活動を「安全ナンバーワン活動」とし、千
葉工場、四日市工場をはじめ、全社で安全管理の一体的な推進を図っています。

　コスモ石油では、世界標準以上の安全操業・安定供給に向けて
「Operations Management System」を導入しています。OMSとは23の
要求事項で構成される取り組み方針を定め、それを基に本社と製油所が
それぞれの取り組みと連携を強化する仕組みです。OMSの導入により、
操業に関するマネジメントシステムが整い、その基盤の上で安全操業と安定
供給の達成、業務の改善、機会損失の回避を達成していきます。

年に1度全員参加の安全活動（「CA1（Chemiway 
Anzen No.1）」）を開催し安全文化の醸成と自
主保安活動の促進に努めております。

23  OMSの監査評価・改善 Audit

監査及び評価を行う実施者に求められる要求事項

 

18  操業方針の実現

19  責任と権限

20  教育と訓練

21  文書・情報管理

22  コミュニケーション

基　本

Basic

全ての業務に必要となる
基本的な要求事項

チェック

確実な実行

Risk
安全を第一に

4  リスクアセスメント 5  変更管理
6  不具合管理 7  緊急時の対応

Maintenance
安心と安定を

8  設備設計・保全管理
9  工事管理

10  品質管理 11  環境管理
12  運転管理 13  生産管理

Process
信頼と満足を

14  安全衛生管理 15  従業員の参加
16  協力会社管理

Human
人を大切に

17  コンプライアンス・モラル
Social
誠実な行動を

推進力

具体的な実務を行う上で、
求められる要求事項

OMSフレームワーク
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マネジメントシステムから経営層に対する要求事項
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常にリスクを
意識する

1
リスクベース

2
 やりきる

一人ひとりが
PDCAを回して継続的に改善

3
継続的改善

OMSの
3つのキーワード
（基本思想）

定めたルールに則り
確実にやりきる
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